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数の集合Aに関する以下の諸条件を考える。ただし n，kは n ≧ k ≧ 0を満たす整数
とし，x，yは任意の数とする。

条件 Z： xが Aの要素ならば xは整数。
条件 Pn： xが Aの要素ならば 1 ≦ xかつ x ≦ n。

条件 Qk：Aはちょうど k個の要素からなる。
条件 R： x，yが Aの要素ならば x− y + 1 \= 0。

条件 Sn,k：Aは 3条件 Z，Pn，Qk を満たす。

条件 Tn,k：Aは条件 Sn,k および条件 Rを満たす。

条件 Sn,k を満たすような集合 Aの個数を f(n, k)と表し，条件 Tn,k を満たすような
集合 Aの個数を g(n, k)と表す。このとき以下の各問いに答えよ。

(1) f(n, 0)および f(n, n)を求めよ。また，n > k ≧ 1のとき f(n, k)を f(n − 1, k)

と f(n− 1, k − 1)を用いて表せ。

(2) n > k ≧ 1のとき g(n, k)を g(n− 1, k)と g(n− 2, k − 1)を用いて表せ。

(3) m ≧ 1，ℓ ≧ 0なる整数m，ℓに対して整数 h(m, ℓ)を

h(m, ℓ) = g(m+ ℓ− 1, ℓ)

で定義する。このとき h(m, 0)および h(m,m)を求めよ。また，m > ℓ ≧ 1のと
き h(m, ℓ)を h(m− 1, ℓ)と h(m− 1, ℓ− 1)を用いて表せ。

(4) g(12, 4)を求めよ。


